


































































































































































　2008 年 2 月 27 日～ 3 月 11 日にかけて、古環境グループ（前杢、八木）は、現地協力者とと
もにインド・ハリヤーナー州、ラージャスターン州をパキスタン国境に向って流れるガッガル・
ハークラー川（文献史料に登場するサラスワティー川に比定される）に沿って地形調査を行っ

































































道路がある氾濫原から約 5 ～ 6m 掘り込んだところを流れる現流路には乾季であるため、よど
んだ流れのない泥水がたまっているだけであった。現河床から 2m くらい高いところにいわゆ
る高水敷にごみ捨て用の穴が掘ってあり、断面を観察できた。数 cm の薄いシルトと数十 cm
の砂の互層で、雨期の氾濫時とその終息時の一連の洪水シークエンスであることがよみとれた。
橋脚に異常水位のマーキングがあり、最近では 1988、1993、1998 年ににオーバーバンクする

























































　サトレジ川から取水されている Sarhand Canal に沿って車を走らせ、途中の砂丘地形を調査し
た。砂丘は小規模で、いずれも農地拡大の折、取り去られているが、一部道路際にオリジナル
と思われる砂丘地形がみられる。農民からの聴取り調査によると、砂丘砂は比較的薄く広がっ
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